
第３６回 徳島県新型コロナウイルス感染症対策本部会議
（徳島県新型インフルエンザ等対策本部会議）

日 時：令和２年１１月５日（木）
１５時１０分から

場 所：県庁３階 特別会議室

◎協議事項

○年末年始に向けた感染防止対策について
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【　概　要　】

【モデルケース】

日付 12/26（土） 12/27（日） 12/28（月） 12/29（火） 12/30（水） 12/31（木）

パターンＡ（１１連休＋３連休） 特別休暇

パターンＢ（９連休＋３連休）

パターンＣ（６連休＋６連休）

日付 1/１（金） 1/２（土） 1/３（日） 1/４（月） 1/５（火） 1/６（水）

パターンＡ（１１連休＋３連休） 特別休暇 特別休暇

パターンＢ（９連休＋３連休） 特別休暇 特別休暇 特別休暇

パターンＣ（６連休＋６連休） 特別休暇

日付 1/７（木） 1/８（金） 1/９（土） 1/１０（日） 1/１１（月）

パターンＡ（１１連休＋３連休）

パターンＢ（９連休＋３連休）

パターンＣ（６連休＋６連休） 特別休暇 特別休暇

【モデルケース＋テレワーク】

日付 12/26（土） 12/27（日） 12/28（月） 12/29（火） 12/30（水） 12/31（木）

パターンＡ（１１連休＋３連休） 特別休暇

日付 1/１（金） 1/２（土） 1/３（日） 1/４（月） 1/５（火） 1/６（水）

パターンＡ（１１連休＋３連休） 特別休暇 特別休暇 テレワーク

日付 1/７（木） 1/８（金） 1/９（土） 1/１０（日） 1/１１（月）

パターンＡ（１１連休＋３連休） テレワーク テレワーク

休日

休日

　新型コロナウイルス感染症対策分科会からの提言を受け、
　
　　政府から　①年末年始休暇の分散化　②前後でまとまった休暇の取得　の呼びかけ

　　⇒年末年始に取得できる「特別休暇」を設定し、感染リスクの低減を図る（今年度限りの特別休暇）

休日 休日

休日

休日

休日 休日

「とくしまウィンターブレイク」の設定

テレワーク先進県・徳島ならでは

分散休暇×テレワーク で更なる『密』回避

期間限定でルールを緩和

（「最低週１日の出勤」「実施場所を自宅に限定」を撤廃）

最大１７日間の出勤抑制
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令和 2 年 11 月 5 日 

保 健 福 祉 部 
１ 感染状況について  
 

・ 県内では１０月に、大学生によるクラスターが発生。 

現在は、感染拡大も落ち着き、小康状態。 

・ １１月４日、徳島大学に対して「安全宣言」を発出。 

・ 全国的には、８月第１週をピークとして減少した後、ほぼ横ばいであったが、 

１０月以降、微増傾向。また、人の移動が活発化していることにも留意が必要。 

・ 今後、冬の到来とともに感染拡大も懸念され、油断は禁物。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ 検査・受診体制について  
 

・ 季節性インフルエンザとの同時流行に備え、発熱患者等の診療・検査を実施す

る「診療・検査協力医療機関」を指定し、１１月９日（月）から運用開始。 

・ 今後、まず身近な「かかりつけ医」に電話相談していただき、その医療機関、 

もしくは、かかりつけ医から紹介された「診療・検査協力医療機関」を受診。         
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３ 検査需要・検査能力について  
 

・ 季節性インフルエンザ流行期を踏まえ、国の指針に基づき、ピーク時における 

検査需要見込みは、「１日最大３，５００件」。 
 

・ 検体採取は新たな体制における「診療・検査協力医療機関」及び 

ドライブスルー方式の「地域外来・検査センター（東部２か所、南部１か所、 

西部１か所）」で実施 
 

・ 抗原定性検査や抗原定量検査、保健製薬環境センターや大学・医療機関、 

さらには民間検査機関によるＰＣＲ検査により、検査需要を十分にカバーできる

検査能力を確保。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




